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鋼
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は
こ
ぶ

大
型
船
投
入
で
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送
効
率
向
上
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済
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発
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支
え
る
動
脈



CORPORATE CITIZENSHIP ● ムンバイの子ども支援

日
本
郵
船
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
で

も
社
会
貢
献
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン

ド
・
ム
ン
バ
イ
で
は
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府

組
織
）
の
「
M
u
m
b
a
i 

M
o
b
i
l
e 

C
r
e
c
h
e
s（
Ｍ
Ｍ
Ｃ
）」
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
に
沸
く
ム
ン
バ
イ
で
は
、
地
方
か
ら
一
家

そ
ろ
っ
て
出
稼
ぎ
に
来
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ

の
中
に
は
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ム
ン
バ
イ
の
現
況
を
受
け
Ｍ
Ｍ

Ｃ
で
は
、
建
設
現
場
の
仮
設
住
宅
近
く
に
仮

の
学
校
を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
建
設
現
場
は
重
大

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
か
ね
な
い
危
険
な
場
所

で
あ
り
、
学
校
は
そ
こ
で
暮
ら
す
子
ど
も
た

ち
を
守
る
受
け
皿
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
、
イ
ン
ド
現
地
法
人
の
社
員
ら

が
仮
設
学
校
の
一
つ
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち

と
交
流
す
る
と
と
も
に
、
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、

寄
付
金
を
贈
り
ま
し
た
。

NGO団体
Mumbai Mobile Creches

（MMC）

ＣＥＯ
ブルシャリ・ピスパティさん

私たちＭＭＣは、子どもたちに学びの場を提供し、幸せ
な幼年時代を送ってもらうことを目的に活動していま
す。ただ、問題もあります。親の出稼ぎに付いてきてい
る子どもが多く、わずかの間に再び引っ越してしまうケー
スがほとんどなのです。このためMMCの75％の子ど
もは平均で３カ月しか学校にいません。継続的な教育
が困難な状況にはありますが、引き続き「子どもたちに
やさしい場」の運営に励んでいきたいと思います。

○MMCとは…
ムンバイ市内で活動するＮＧＯで、その活動資金の９割は企業
や個人からの寄付金でまかなっています。市内26カ所の建設
現場に仮設学校を設置し、３〜８歳くらいまで合計約6000人
の子どもを預かっています。

左／宮原会長が寄付金贈呈
上／�アグリパダ地区の学校に

通う子ども

Partner Interview

子どもたちと「大きな栗の
木の下で」を合唱

安全な教育の場を提供
建設現場の学校支援　
ムンバイの子ども支援

日本郵船の社会貢献活動Corporate Citizenship

ダンスを披露する子どもたち

「My Country India」の人形劇

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/csr/social/

（ 写真協力：M M C ）
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Vo l.8

鉄は建物や鉄道などの
インフラ、自動車、家
電などさまざまな製品
のもとになる文明社会
の基幹材料。「産業の
米」ともいわれ、国家
が発展する過程では必
ず鉄鋼生産量が増える
ことになります。今回
は、中国など新興国の
経済成長で需要が急
増する鉄鋼原料の海
上輸送を追います。

大型船投入で輸送効率向上
世界経済の発展支える動脈

鉱石専用船では世界最大クラスの「大分丸」

鉄
鋼
原
料
を

            

は
こ
ぶ

モノはこび最前線 ● 鉄鋼原料をはこぶ
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ト
ン
の
超
大
型
船
が
３
隻
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
が
2
0
0
9
年
に
輸
送
し
た
鉄

鋼
原
料
は
、
鉄
鉱
石
5
1
5
5
万
ト
ン
、
石
炭

2
8
5
7
万
ト
ン
の
計
8
0
1
2
万
ト
ン
。
こ

の
う
ち
日
本
向
け
の
鉄
鉱
石
は
2
7
9
1
万

ト
ン
で
、
こ
れ
は
日
本
の
全
輸
入
量
の
約
４
分

の
１
に
相
当
し
ま
す
。
現
在
は
日
本
向
け
の
輸

送
が
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
中
国
、
イ
ン

ド
な
ど
の
新
興
国
、
欧
州
な
ど
の
海
外
の
鉄
鋼

会
社
向
け
の
輸
送
が
年
々
増
え
て
い
て
、
こ
の

傾
向
は
今
後
も
続
く
見
通
し
で
す
。
ま
た
、

鉄
鋼
原
料
の
世
界
的
な
需
給
逼
迫
を
背
景
に

英
豪
系
の
Ｂ
Ｈ
Ｐ
ビ
リ
ト
ン
と
リ
オ
テ
ィ
ン
ト
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
ヴ
ァ
ー
レ
の
三
大
資
源
会
社
の
力
が

増
し
て
い
て
、
彼
ら
が
自
ら
輸
送
船
を
調
達
す

る
鉄
鉱
石
の
販
売
契
約
が
増
え
て
い
ま
す
。
日

本
郵
船
は
三
大
資
源
会
社
す
べ
て
と
長
期
の

５
億
7
0
0
0
万

ト
ン
と
爆
発
的
に

増
加
し
ま
し
た
。

中
国
は
こ
れ
ま
で

原
料
の
鉄
鉱
石
を

主
に
国
内
産
で
賄
っ

て
い
ま
し
た
が
、
国

内
需
要
の
急
増
で

海
外
か
ら
の
輸
入

を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
、
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
の
国
々
は
主
に
豪
州
か

ら
鉄
鉱
石
を
輸
入
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
国

の
輸
入
急
増
を
背
景
に
近
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

遠
隔
地
か
ら
の
輸
入
も
増
や
し
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
か
ら
日
本
ま
で
の
鉄
鉱
石
の
海
上
輸
送

日
数
は
１
カ
月
強
で
、
豪
州
か
ら
輸
送
す
る
場

合
と
比
べ
て
お
よ
そ
３
倍
か
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
同
じ
量
の
鉄
鉱
石
を
輸
送
す
る
た
め
に
同

じ
大
き
さ
の
船
が
３
倍
要
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
鉄
鉱
石
の
輸
送
量
増
加
と
輸
入
先
の

遠
隔
地
化
に
よ
って
、一
度
に
大
量
輸
送
で
き
る

「
大
分
丸
」
の
よ
う
な
超
大
型
船
が
必
要
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

製
鉄
で
は
鉄
鉱
石
だ
け
で
な
く
大
量
の
石

炭
を
使
用
し
ま
す
。
鉄
鉱
石
の
中
の
鉄
分
は

酸
化
鉄
と
し
て
存
在
す
る
た
め
、
酸
素
を
除

去
す
る
還
元
剤
と
し
て
石
炭
か
ら
造
る
コ
ー
ク

ス
が
使
わ
れ
る
た
め
で
す
。
製
鉄
の
主
要
原
料

の
鉄
鉱
石
と
石
炭
は
、
原
油
や
コ
ン
テ
ナ
な
ど

と
と
も
に
、
海
上
輸
送
さ
れ
る
貨
物
の
中
で

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

日
本
郵
船
で
は
現
在
、
鉄
鋼
原
料
を
輸
送

す
る
大
型
の
ば
ら
積
み
船
を
約
1
0
0
隻
運

航
し
て
い
ま
す
。
23
万
〜
30
万
ト
ン
の
鉱
石
専

用
船
と
、「
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ

型
」
と
呼
ば
れ
る
鉱
石
・
石

炭
輸
送
兼
用
の
15
万
〜

20
万
ト
ン
級
の
ば
ら
積
み
船

の
２
種
類
。
鉱
石
専
用
船
は

14
隻
を
運
航
し
、
こ
の
な
か

に
は
「
大
分
丸
」
な
ど
30
万

　
年
３
月
、
日
本
郵
船
が
運
航
す
る
載
貨

重
量
30
万
ト
ン
の
鉱
石
運
搬
船
「
大
分

丸
」
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
津
事
業
所
（
三
重

県
）で
竣
工
し
ま
し
た
。
全
長
3
2
7
メ
ー
ト

ル
、
幅
55
メ
ー
ト
ル
の
同
船
は
鉱
石
専
用
船
と

し
て
は
世
界
最
大
ク
ラ
ス
で
す
。
船
は
大
き
さ

に
よ
っ
て
舵
の
効
き
方
な
ど
の
操
船
性
能
が
変

わ
る
た
め
、ベ
テ
ラ
ン
の
船
員
で
も
初
め
は
戸

惑
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
郵
船
は
30
万

ト
ン
鉱
石
船
の
操
船
訓
練
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

開
発
し
、「
大
分
丸
」
に
乗
船
予
定
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
幹
部
船
員
の
研
修
を
実
施
。
安
全
運
航

に
万
全
を
期
し
て
竣
工
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
郵
船
が
1
9
6
0
年
に
投
入
し
た
最

初
の
鉱
石
専
用
船
は
、
載
貨
重
量
２
万
ト
ン
で

し
た
か
ら
、
鉱
石
専
用
船
の
大
き
さ
は
半
世

紀
で
15
倍
に
大
型
化
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

世
界
鉄
鋼
協
会
（
Ｗ
Ｓ
Ａ
）の
統
計
で
は
、

2
0
0
0
年
の
世
界
の
粗
鋼
生
産
量
は

８
億
5
0
0
0
万
ト
ン
で
し
た
が
、
09
年
に
は

12
億
2
0
0
0
万
ト
ン
に
増
加
し
ま
し
た
。こ

の
間
、
世
界
に
は
大
き
な
構
造
変
化
が
起
こ
り

ま
し
た
。
中
国
を
初
め
と
す
る
新
興
経
済
国

の
台
頭
で
す
。

日
本
、
米
国
な
ど
先
進
国
の
粗
鋼
生
産
量

は
こ
の
10
年
の
間
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
中
国
は
2
0
0
0
年
の

１
億
3
0
0
0
万
ト
ン
か
ら
09
年
に
は

１

０

０

隻

超

の

船

隊

で

拡

大

す

る

需

要

に

対

応

モノはこび最前線 ● 鉄鋼原料をはこぶ

今 

上・下／鉄鉱石は、船積み前に
一時的にストックヤードに置かれる

30万トン鉱石船用の操船訓練シミュレーター
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輸
送
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
れ
で
は
、
鉱
石
専
用
船
を
使
っ
て
実
際

に
鉄
鉱
石
を
ど
の
よ
う
に
輸
送
す
る
の

か
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
鉄
鉱
石
は
そ
の
名
称

か
ら
塊
状
の
姿
が
連
想
さ
れ
ま
す
が
、
細
か
い

粉
状
の
も
の
が
大
半
で
す
。
鉱
山
で
採
掘
さ

れ
た
鉄
鉱
石
は
鉄
道
な
ど
で
港
に
輸
送
さ
れ
、

陸
上
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
の
荷
役
装
置
を
使
い

な
が
ら
慎
重
に
積
み
込
み
ま
す
。
積
み
荷
役

に
は
通
常
１
〜
２
日
か
か
り
ま
す
。ち
な
み
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
産
鉄
鉱
石
は
水
分
が
多
く
含
ま
れ

泥
状
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
船
積
み
し
ま
す
。
鉱
石
船
の
貨
物
倉
の
底

に
は
排
出
口
が
付
い
て
い
て
、
鉄
鉱
石
か
ら
染

み
出
し
た
水
分
を
航
海
中
に
排
出
し
て
い
ま

す
。
鉄
鉱
石
は
塩
分
に
非
常
に
弱
い
た
め
、
航

船
の
貨
物
倉
に
直
接
積
み
込
み
ま
す
。
貨
物

が
倉
内
の
左
右
ど
ち
ら
か
に
片
寄
る
と
本
船

が
航
海
中
に
不
安
定
に
な
る
た
め
、
本
船
と

陸
上
の
作
業
員
が
連
携
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
積

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
貨
物
を
積
み
過
ぎ
た

り
積
み
足
り
な
か
っ
た
り
し
な
い
よ
う
事
前
に

積
み
付
け
プ
ラ
ン
を
立
て
た
う
え
で
、ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
の
重
量
計
と
本
船
の
喫
水
を
チ
ェッ
ク
し

海
中
は
ハッ
チ
カ
バ
ー
の
す
き
間
な
ど
か
ら
海

水
が
浸
入
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
本
船

が
目
的
地
に
到
着
し
た
ら
、
貨
物
を
つ
か
み
と

る
グ
ラ
ブ
式
、
ま
た
は
小
さ
な
バ
ケ
ッ
ト
が
い
く

つ
も
付
い
た
回
転
式
の
荷
役
装
置
で
貨
物
を

陸
に
揚
げ
て
い
き
ま
す
。
揚
げ
地
は
１
カ
所
だ

け
で
な
く
２
、３
カ
所
に
ま
た
が
る
場
合
も
あ

り
、
す
べ
て
揚
げ
切
る
の
に
だ
い
た
い
１
週
間

か
か
り
ま
す
。

鉄
鋼
原
料
輸
送
で
は
実
際
に
本
船
を
動
か

す
船
員
だ
け
で
な
く
、
陸
上
で
も
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
ま
す
。
鉄
鋼
会
社
な
ど
か

ら
貨
物
を
集
め
る
営
業
、
本
船
や
陸
上
関
係

先
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
運
航
を
管
理
す
る

オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
、
臨
時
船
の
手
配
や
運
航
船
の

余
っ
た
ス
ペ
ー
ス
の
貸
し
出
し
な
ど
他
の
海
運

会
社
と
船
を
貸
し
借
り
す
る
チ
ャ
ー
タ
リ
ン
グ

が
陸
上
ス
タ
ッ
フ
の
主
な
仕
事
で
す
。
日
本
郵

船
の
本
社
で
鉄
鋼
原
料
輸
送
を
担
当
す
る
ス

タ
ッ
フ
は
総
勢
56
人
で
、
各
担
当
が
緊
密
に
連

携
し
な
が
ら
安
全
で
効
率
的
な
輸
送
の
た
め

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

モノはこび最前線 ● 鉄鋼原料をはこぶ

安

全

効

率

輸

送

の

た

め

ス

タ

ッ

フ

が

日

々

努

力

そ

上／グラブ式の荷役
装置での荷揚げ作業
左／貨物から染み出
した水分の排出口
下／鉄鋼原料輸送に
携わる陸上スタッフ

上・下／ベルトコンベアを使い鉄鉱石を船
積み
左／貨物倉に積み込まれる鉄鉱石
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PERSON@NYK 特別編 ● 日本郵船をはじめとする三菱グループの創業者

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ『
龍
馬
伝
』
で
時
の
人
に

な
っ
た
観
が
あ
る
岩
崎
弥
太
郎
。
テ
レ
ビ
の
演
出
で

は
龍
馬
の
引
き
立
て
役
に
回
り
印
象
を
損
じ
て
い
る

が
、
実
際
は
俊
英
、
克
己
、
志
が
高
く
、「
世
界
に
雄

飛
す
る
」
と
い
う
龍
馬
の
夢
、
遺
志
を
実
践
し
て
の

け
た
実
業
家
、
大
人
物
だ
っ
た
。

弥
太
郎
は
1
8
3
５
年
１
月
９
日
（
天
保
5
年
12

月
11
日
）、
土
佐
国
（
現
在
の
高
知
県
安
芸
市
）で
生

ま
れ
た
。
ち
な
み
に
龍
馬
は
そ
の
翌
年
の
生
ま
れ
。
弥

太
郎
が
世
に
出
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
1
8
6
7

年
（
慶
応
3
年
）。
弥
太
郎
は
、
土
佐
藩
が
長
崎
に
設

立
し
て
い
た
土
佐
商
会
主
任
を
後
藤
象
二
郎
か
ら
命

じ
ら
れ
た
。
そ
の
土
佐
商

会
で
弥
太
郎
、
龍
馬
の
二

人
が
出
会
う
。
酒
を
酌

み
交
わ
す
仲
だ
っ
た
と
記

録
に
残
っ
て
い
る
。
当
時

の
龍
馬
は
亀
山
社
中
か

ら
海
援
隊
と
名
を
変
え

た
貿
易
結
社
の
隊
長
だ
っ

た
。
そ
し
て
海
援
隊
を

支
援
す
る
窓
口
と
な
っ
た

の
が
弥
太
郎
。
こ
こ
で
大
事
件
が
起
き
た
。
海
援
隊

は
伊
予
大
洲
藩
か
ら
蒸
気
船
“
い
ろ
は
丸
”
を
借
り
受

け
初
航
海
に
出
る
が
、紀
州
藩
の“
明
光
丸
”と
衝
突
、

沈
没
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
後
藤
象
二
郎
、
龍
馬
、

弥
太
郎
の
３
人
は
紀
州
藩
を
相
手
に
賠
償
を
求
め
て

交
渉
に
臨
み
、
激
し
い
攻
防
の
末
に
８
万
３
０
０
０
両

（
後
に
７
万
両
に
減
額
）の
賠
償
金
を
獲
得
し
た
。
こ

れ
が
後
に
有
名
と
な
っ
た
『
い
ろ
は
丸
事
件
』
だ
が
、

弥
太
郎
が
勝
訴
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
頃
、
龍
馬
は
近

江
屋
で
暗
殺
さ
れ
、
こ
の
世
に
な
か
っ
た
と
い
う
。
弥

太
郎
と
龍
馬
の
交
流
は
ま
さ
に
一
瞬
、
儚
い
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
描
い
た
壮
図
は
弥
太
郎
と
そ
の

後
継
者
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。
維
新
後
、
九
十
九
商
会
が
設
立
さ
れ
、
土
佐
藩

か
ら
船
３
隻
が
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
三
川
商
会
へ
の
改

称
を
経
て
、
弥
太
郎
を
社
主
と
す
る
三
菱
商
会
が
誕

生
す
る
。こ
の
三
菱
商
会
は
飛
躍
的
な
成
長
を
遂
げ
、

三
菱
汽
船
会
社
さ
ら
に
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
と
改
称

を
重
ね
、
や
が
て
反
三
菱
勢
力
が
1
8
8
２
年
（
明

治
15
年
）に
設
立
し
た
海
運
会
社
の
共
同
運
輸
会
社

と
2
年
間
に
も
及
ぶ
運
賃
競
争
を
展
開
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
最
中
の
1
8
8
5
年
（
明
治
18
年
）、
弥

太
郎
は
逝
去
す
る
。
享
年
50
歳
。

死
後
、
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社

は
合
併
し
、
日
本
郵
船
が
誕
生
す
る
わ
け
だ
が
、
弥

太
郎
の
経
営
理
念
は
そ
の
後
も
光
り
続
け
、
遂
に
歴

史
的
な
瞬
間
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が

1
8
9
6
年
（
明
治
29
年
）
3
月
8
日
の
欧
州
航
路

開
設
祝
典
。
同
日
、横
浜
港
の
イ
ギ
リ
ス
波
止
場（
現

在
の
大
桟
橋
）に
は
3
月
15
日
出
港
予
定
の
欧
州
航

路
第
1
船
“
土
佐
丸
”
が
繋
留
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

桟
橋
を
挟
ん
で
反
対
側
に
は
“
威
海
丸
”
が
繋
留
さ

れ
、
2
隻
の
船
上
と
桟
橋
に
お
よ
そ
1
千
人
も
の
招

待
客
が
詰
め
掛
け
、
祝
典
は
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

“
威
海
丸
”
船
上
で
来
賓
へ
の
挨
拶
に
立
っ
た
当
時
の

社
長
、
近
藤
廉
平
（
日
本
郵
船
第
3
代
社
長
）は
言

葉
を
し
ば
し
詰
ま
ら
せ
た
と
い
う
。
生
前
、弥
太
郎
は

「
日
章
旗
が
地
球
横
断
の
と
き
こ
そ
」
を
よ
く
口
に
し

て
い
た
。
そ
う
し
た
弥
太
郎
の
熱
い
思
い
が
蘇
り
、
近

藤
は
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
識

者
は
想
像
し
て
い
る
。
な
お
、
日
本
郵
船
は
こ
の
年
、

欧
州
航
路
だ
け
で
な
く
北
米
航
路
、
豪
州
航
路
も

開
設
し
、「
世
界
を
網
羅
す
る
日
本
郵
船
」
の
礎
を

築
い
た
。

PERSON@NYK 特別編

岩崎弥太郎

──────────  日本郵船をはじめとする三菱グループの創業者

日
本
郵
船
の
礎
を
築
い
た
大
実
業
家

写真提供：日本郵船歴史博物館
三菱史料館　　　　

郵便汽船三菱会社の幹部ら（1880年ごろ）
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SAFETY & ECO ● 環境に優しいバラスト水処理装置 SAFETY & ECO

海洋環境を保全するため、日本郵船はバラスト水処理装置の国産
１号機を自動車専用船「エメラルドリーダー」（4,750台積み）

に搭載しました。日本の海運会社のなかで、既存船に同システ
ムを実用化したのは初めてです。

環境に優しいバラスト水処理装置

置
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
郵
船
が
今
回
自
動
車
船
に

採
用
す
る
バ
ラ
ス
ト
水
処
理
装
置

は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
と
薬
剤
、
ベ
ン
チ
ュ

リ
ー
管
と
呼
ば
れ
る
攪
拌
装
置
を

組
み
合
わ
せ
処
理
し
ま
す
。

　

設
置
に
は
配
管
や
計
装
に
大
掛

か
り
な
工
事
が
必
要
で
す
。
日
本
郵

船
は
2
0
0
9
年
10
月
に
専
門
の

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
。
社
内
横

断
の
設
計
検
討
に
７
カ
月
以
上
を

か
け
、
装
置
メ
ー
カ
ー
や
造
船
所
と

協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
ま
だ
既
存
船
へ
の
改

造
・
設
置
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。で

す
が
日
本
郵
船
は
環
境
先
進
企
業

と
し
て
い
ち
早
く
課
題
に
向
き
合

い
、
今
回
の
自
動
車
船
へ
の
搭
載
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
内
で
既
存
船
に
初
め
て
バ
ラ
ス

ト
水
処
理
装
置
を
搭
載
し
た
自
動

車
船
「
エ
メ
ラ
ル
ド
リ
ー

ダ
ー
」
は
９
月
に
改
造
工
事

を
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
、

今
回
の
経
験
を
生
か
し

他
の
船
に
も
順
次
設
置
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

船
舶
は
一
定
量
の
貨
物
を
積
ん
だ

状
態
で
バ
ラ
ン
ス
す
る
よ
う
設
計
さ

れ
て
い
る
た
め
、
空
荷
に
な
る
と
、

船
体
が
浮
き
上
が
り
、
不
安
定
に
な

り
ま
す
。
バ
ラ
ス
ト
水
と
は
タ
ン
カ
ー

や
貨
物
船
が
貨
物
を
積
ん
で
い
な
い

時
に
船
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、

船
底
に
あ
る
バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
に
注

水
さ
れ
る
海
水
の
こ
と
で
す
。

　

通
常
荷
揚
げ
し
た
港
で
タ
ン
ク
に

注
水
し
、
荷
積
み
す
る
港
で
排
水
し

ま
す
が
、
そ
の
際
に
バ
ラ
ス
ト
水
と

と
も
に
海
洋
生
物
も
移
動
す
る
た

国
内
初
、
既
存
の
自
動
車
船
に
設
置

め
、
生
態
系
へ
の
影
響
が
近
年
問

題
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば

東
京
湾
で
積
ま
れ
た
海
水
が
米
国

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
で
排
水
さ
れ
る

と
、
日
本
固
有
の
海
洋
生
物
が
米

国
東
岸
で
異
常
発
生
す
る
と
い
う

事
態
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
2
0
0
4
年
に
国
際
連

合
の
下
部
機
関
、
国
際
海
事
機
関

で
「
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
お
よ
び
沈

殿
物
の
規
制
お
よ
び
管
理
の
た
め

の
国
際
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
近
い

将
来
船
舶
に
バ
ラ
ス
ト
水
処
理
装

N Y K Coo l  E a r t h  P rojec t

■バラスト水イメージ図

海水注入 海水注入

海水排出

航海

海水排出

海水＝バラスト水

貨物
注水

排水海に戻す

薬1 薬2

クリーンな水

フィルター 殺菌 中和

混ぜる

タンク

荷揚げ港

荷積み港

■バラスト水処理イメージ図

エンジンルーム内に設置された装置の構
成機器。海水のバイパスラインと制御ユ
ニットが見える

2010   Autumn NYKplus  1112  NYKplus 2010   Autumn



■  砂鉄輸送に世界唯一の特殊専用船投入
　当社は、ニュージーランド（ＮＺ）の資源大手ニュージーランドスチールマ
イニングと、ＮＺ産砂鉄の長期航海輸送契約を更改し、新たに15年間延
長することで合意しました。本契約は、2012年より15年間にわたって年
間約120万トンの砂鉄をＮＺから中国と日本へ輸送するもの。三菱重工業
に発注した世界唯一の特殊船、17万5000トン型スラリー式砂鉄運搬船
を専用船として投入予定です。

■  BHPビリトンと初の長期輸送契約締結
　当社は、英豪系の鉱山資源会社大手BHPビリトンと12年にわたる鉄鉱
石の長期輸送契約を締結しました。当社がBHPビリトンと10年以上の長
期輸送契約を締結するのは今回が初めてになります。本契約は、豪州西部
で産出する鉄鉱石を中国へ2013年から12年間にわたり25万トン級鉄鉱
石専用船で輸送するものです。年間輸送量は270万トンを予定しています。

■  郵船ロジスティクス誕生
　郵船航空サービス（ＹＡＳ）とＮＹＫロジスティックスジャパンは10月１日付
で物流事業を統合し、「郵船ロジスティクス」として新たなスタートを切りまし
た。ＹＡＳの強みである航空フォワーディング、ＮＹＫ ＬＯＧＩＳＴＩＣＳ（ＮＬ）の
強みである海上フォワーディングやコントラクトロジスティクスを組み合わせ、
顧客目線の最適物流を提案していきます。世界トップレベルの規模とサー
ビス品質を持った真のグローバル企業を目指します。

■  NYKシップマネジメントジャパン設立
　当社は４月１日付で、NYKシップマネジメントジャパン（NYKSM JP)を
設立しました。NYKSM JPは、当社と100%子会社の太平洋海運（10
月１日付で当社が吸収合併）が保有する船舶管理会社ティ・エム・エムを
当社の100％子会社とした上で社名変更することにより設立したもので
す。今後は、中小型タンカーなどの船舶管理をはじめ、当社グループへの
船員派遣、海技支援を行います。

■  クリスタル・クルーズ、15年連続で世界最高賞
　当社グループのクリスタル・クルーズは、米国の権威ある旅行雑誌トラ
ベル・アンド・レジャー誌の読者投票で「ワー
ルド・ベスト・ラージシップ・クルーズ・ライン」
に15 年連続で選出されました。読者投票開
始以来、15 年連続受賞はリゾートホテルなど
も含めた施設・サービス部門で同社のみです。

TOPICS & NEWS

● 2010 年 4 月〜 9 月 ●

■  米ロス港の貨物ターミナルで太陽光発電
　米ロサンゼルス港の自営ターミナルであるYusen Terminalsは、同港で
初めて太陽光発電システムを導入、稼働を開始しました。同システムは、
次世代型太陽電池として期待されるCIS
薄膜太陽電池を採用し、当社グループの
郵船商事（本社：東京都港区）と共同で、
96枚のパネルを設置しました。年間発電
量は約１万1800キロワット時で、約２万
3000㎡の植樹に相当する二酸化炭素
排出量の削減になります。

■  船員配乗会社が「プレジデンシャルアワード」受賞
　当社のグループ会社であるフィリピンのNYKフィル・シップマネジメント
は、同国の海外派遣労働者の雇用拡大への継続的な貢献を評価され、
アロヨ大統領から「プレジデンシャルアワード」を受賞しました。同賞は、フ
ィリピンのマンニング（船員配乗）会社の中で、フィリピン海外雇用庁から
高い評価を得た企業に授与される「エクセレンスアワード」を、過去５年間
連続して受賞した企業だけに贈られる名誉ある賞です。

■  チリ大地震、被災地に義援金送付と無償輸送
　当社グループは、2010年２月27日に発生したチリ大地震の被災地支
援で、義援金送付やトラックの無償輸送支援を行いました。義援金は、被
災された方々へ特定非営利活動法人アムダ（AMDA）を通して、196万
294円を寄付しました。グループの役員・社員有志から集まった義援金合
計98万147円に当社が同額のマッチングギフトを上乗せしました。また、
建設用クレーンなどの製造・販売メーカー、タダノが復興支援に寄贈する
ブームトラック３台の無償海上輸送を実施しました。

■  物流現法が英国倉庫協会環境賞を受賞
　英国物流現地法人NYK Logistics (UK)（ＮＬＵＫ）は、英国倉庫協会

（ＵＫＷＡ）が選定する環境賞を受賞しました。ＵＫＷＡは、英国の倉庫・物
流業の代表的な事業者団体で、同賞は全英で環境面において優秀な実
績を残したサード・パーティー・ロジスティックス業者を表彰することを目的に
設けられました。同賞は、1年間を通して
最も環境に配慮した取り組みを行った企
業に贈られる賞で、今回は62社の候補
の中から、NLUKが唯一選ばれました。Ｎ
ＬＵＫの同賞受賞は、日系企業としては今
回が初めてです。

TOPICS & NEWS ● 2010 年 4 月〜 9 月
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上海

JAPAN

KOREA

CHINA

TAIWAN

N Y K の あ る 街  ◆ ◆ ◆ ◆

2010年の国内総生産（ＧＤＰ）が、日本を抜き世界２位となる
見通しの中国。上海はその象徴ともいえ、高度経済成長を牽引す
る街です。10月末に閉幕した上海万博の開催は、リーマン・ショッ
ク後の内需主導による中国の大躍進を代弁するものとなりました。

当社と上海のかかわりは古く、約140年前には、横浜—上海
間で日本初の海外定期航路を就航させています。

日本郵船は、中国最大の
経済都市であるこの街に、
当社のグループ会社「NYK 
Line (CHINA) Co.,Ltd.」
などの本社機能を置き、顧
客へのきめ細かなサービス
の提供に努めています。 NYK Line (CHINA) Co.,Ltd.が入るビル

上海万博の中国館（赤い屋根）と上海の街並み

Shanghai

上 海
中 国

【 オペレーション 】〈おぺれーしょん〉	 蛔8ページ

海運会社の主要業務の一つで、陸上の担当者が本船、寄港地の代
理店など陸上関係先と連絡を取りながら運航を管理する。担当者は本
船に航海スケジュール、貨物、契約内容、燃料油の補油などを指示。
日本郵船ではオペレーション担当者の能力向上を目的に、2009年度
から同業務の社内資格「運航マイスター制度」を導入している。

【 ケープサイズ型 】〈けーぷさいずがた〉	  蛔6ページ

主に鉄鉱石、鉄鋼原料用石炭を輸送する大型ばら積み船のこと。一
般的には載貨重量10万トン以上のばら積み船を指し、標準船型は
15万〜20万重量トン。現在世界で約1000隻のケープサイズが運
航されている。中国の鉄鋼原料輸入量増加などで近年需要が急増し
ている。

【 自営ターミナル 】〈じえいたーみなる〉	  蛔14ページ

船社自身が運営するコンテナターミナルのこと。自社のコンテナ船運航
サービスに適した、柔軟で効率性の高い運営が可能になる。かつてはコ
ンテナ船運航を支援するインフラとしてコストセンターという意味合いが強
かったが、最近ではより多くの顧客（船社）を誘致することで、ターミナル
事業として成長を目指す動きも出てきている。

【 スラリー式砂鉄運搬船 】〈すらりーしきさてつうんぱんせん〉	  蛔13ページ

砂鉄を輸送する特殊な専用船。陸側と本船をパイプラインで結び、水
と砂鉄を混ぜて陸側からポンプの圧力で本船に送り込む荷役方式を採
用。積み荷役終了後には、船倉内の水を排出して出航する。運航・
荷役には高度な技術が要求される。日本郵船は同船を運航する世界
唯一の船社で、ニュージーランドから中国、日本に輸送している。

【 チャータリング 】〈ちゃーたりんぐ〉	 蛔8ページ

海運の世界では国際的な用船マーケットが確立されており、この中で海
運会社は追加の船腹を他社から１航海だけ借りたり、余った船を他社
に貸し出したりする。海運会社の中で用船マーケットを相手に船の貸し
借りを行う業務をチャータリングという。用船料は船の種類によっては短
期間に大きく変動するため、船を貸し借りするタイミングが重要になる。

【 マンニング会社 】〈まんにんぐがいしゃ〉	 蛔14ページ

船員の確保・育成、船舶への供給を専門に行う会社。日本の商船隊
はほとんどがフィリピン人やインド人などの外国人船員で運航されてい
る。日本企業はフィリピンなど現地のマンニング会社から船員の派遣を
受けたり、現地企業と合弁会社を設立したりして、船員を確保している。

海事用語 
AtoZ

写真提供：ロイター／アフロ
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飛
鳥
Ⅱ
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0
1
2
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界
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周
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ズ
は
、
赤
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越
え
、
南
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球
を
中
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に
め
ぐ
る
コ
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ス
で
す
。
南
半
球
一
周
ク

ル
ー
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は
、
2
0
0
1
年
に
初
代
「
飛
鳥
」

が
行
っ
て
以
来
11
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
を
出
航
後
、
ア
ジ
ア
か
ら
赤
道
を

通
過
し
、
イ
ン
ド
洋
経
由
で
ア
フ
リ
カ
大

陸
へ
。
さ
ら
に
喜
望
峰
を
回
り
、
南
米
を

目
指
し
ま
す
。
日
本
の
ほ
ぼ
真
裏
に
あ
た

る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
東
岸
を
航
行
し
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
再

び
赤
道
を
越
え
て
カ
リ
ブ
海
、
パ
ナ
マ
運

河
へ
。
ア
ラ
ス
カ
経
由
で
日
本
へ
と
帰
る
、

97
日
間
の
ク
ル
ー
ズ
で
す
。

　

世
界
有
数
の
国
立
公
園
や
氷
河
な

ど
、
世
界
中
の
雄
大
な
自
然
を
訪
ね
る

ク
ル
ー
ズ
は
、
冒
険
に
満
ち
た
旅
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

2012年の世界一周は
さらなる冒険を目指し南半球へ

CRUISE LOGBOOK
クルーズ情報

月日（曜日） 寄港地 国名

4月 2日 月 横浜 日本

4月 3日 火 神戸 日本

4月 7日 土 香港 中国 	 OP

4月11日 水 シンガポール シンガポール 	 OP

4月13日 金 プーケット タイ 	 OP

4月17日 火 コーチン インド 	 OP

4月19日 木 マーレ（錨泊） モルディブ 	 OP

4月24日 火 ポートルイス モーリシャス 初	OP
4月29日 日

ポートエリザベス 南アフリカ 初	OP	N
4月30日 月
5月 2日 水

ケープタウン 南アフリカ 	 OP	N
5月 3日 木
5月13日 日

ブエノスアイレス アルゼンチン 	 OP	N
5月14日 月
5月15日 火 モンテビデオ ウルグアイ 初	OP
5月18日 金

サントス ブラジル 初	OP	N
5月19日 土
5月20日 日

リオデジャネイロ ブラジル 	 OP	N
5月21日 月
5月24日 木 サルバドール ブラジル 	 OP

5月28日 月 ベレン（錨泊） ブラジル 	 OP

6月 2日 土 アルーバ オランダ領

6月 4日 月 カルタヘナ コロンビア 初	OP
6月 6日 水 （パナマ運河通航） パナマ

6月 8日 金 プンタレナス コスタリカ 	 OP

6月11日 月 アカプルコ メキシコ 	 OP
6月16日 土

サンフランシスコ アメリカ 	 OP	N
6月17日 日
6月20日 水 バンクーバー カナダ 	 OP

6月24日 日 ジュノー（錨泊） アメリカ 	 OP

6月25日 月 スキャグウェイ アメリカ 	 OP

6月28日 木 スワード アメリカ 	 OP

7月 7日 土 横浜 日本

7月 8日 日 神戸 日本

飛鳥Ⅱ 2012年世界一周クルーズ

お問い合わせ 郵船クルーズ
TEL 03-3284-6001  FAX 03-3284-6005
http://www.asukacruise.co.jp/

初＝ 初寄港　飛鳥クルーズ初寄港です。

OP ＝オプショナルツアー　各寄港地の、半日または1日観光ツアーです。

N ＝オーバーナイトステイ　1泊停泊しますので、寄港地の魅力をたっぷりお楽しみいただけます。

〈早期申込割引旅行代金〉	 3,800,000円〜22,000,000円
〈通常旅行代金〉	 4,250,000円〜24,500,000円
※早期申込割引代金は2011年10月31日（月）までにお申し込みの場合に適用となります。
※早期申込割引適用の場合、株主優待割引はご利用いただけません。ご了承ください。

※2011年１月17日以降移転いたします。新しい電話番号はホームページにてご確認ください。

リオデジャネイロ（ブラジル）の町を見守るように立つキリスト像

Aコース〈横浜発着〉2012年 4月2日（月）〜7月7日（土） 97日間

Bコース〈神戸発着〉2012年 4月3日（火）〜7月8日（日） 97日間
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東
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中
国
・
広
州
塔

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

634m 600m 333m634m 600m 333m

ＮＹＫと
東京スカイツリー®

のはなし
省エネと美観のライティング
を目指す東京スカイツリーの
照明には、ＬＥＤが使われてい
ます。一般電球と比べ消費電
力を大幅削減するＬＥＤは、「日
本郵船氷川丸」内装にも採用
しており、氷川丸の消費電力
は従来の７割削減を実現しま
した。（表紙写真は第一ホテル
両国から撮影）


